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調査概要

2008年調査 2017年調査

調査名 企業スポーツに対する市民意識に関する
アンケート
（大崎企業スポーツ事業研究助成財団からの委
託調査の一環として実施）

企業スポーツに対する市民意識に関するア
ンケート

調査時期 2008年7月18日～7月22日 2017年11月17日～11月19日
調査方法 ウェブアンケート ウェブアンケート

回答者数・内訳
属性 人数
男性20代 200人
男性30代 200人
男性40代 200人
男性50代 200人
男性60代以上 200人
女性20代 200人
女性30代 200人
女性40代 200人
女性50代 200人
女性60代以上 200人

合計 2000人

属性 人数
男性20代 206人
男性30代 206人
男性40代 206人
男性50代 206人
男性60代 206人
女性20代 206人
女性30代 206人
女性40代 206人
女性50代 206人
女性60代 206人

合計 2060人

※アンケート集計後、国勢調査の日本の年齢別性別人口割合をもとにウエイトバックを行った。
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スポーツ全般に関して｜スポーツに対する興味・関心

Q1.あなたはスポーツに興味・関心をお持ちですか？（ひとつだけ）

スポーツに興味・関心のある国民は「非常に興味・関心がある」「まあまあ興味・関心がある」を併せて、
68.1％に達している。

前回調査（2008年）では81.1％であったことから、この10年間でスポーツへの興味・関心は減少していると言
える。

21.5%

19.3%

59.5%

48.8%

18.9%

31.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2008年

2017年

非常に興味・関心がある まあまあ興味・関心がある 興味・関心がない
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スポーツ全般に関して｜興味・関心のある競技

Q1において、スポーツに対し「非常に興味・関心がある」または「まあまあ興味・関心がある」と答えた人に、
興味・関心のある競技を質問した。

多くの競技で興味・関心のある人は減少したが、バスケットボール、ラグビー、バドミントン、卓球の4競技で
は興味・関心のある人が増加した。

Q2.現在、あなたが興味・関心のある競技を選んで下さい。（いくつでも）

66.3%

50.1%

42.2%

11.6%

3.8%

10.7%

7.9%

3.4%

23.0%

48.8%

41.2%

25.1%

11.1%

13.9%

25.2%

15.4%

55.7%

43.6%

21.9%

13.0%

2.1%

12.0%

6.6%

2.0%

21.1%

30.1%

20.8%

11.3%

13.6%

18.3%

18.0%

17.0%

23.7%

9.7%

18.5%

7.3%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

野球・ソフトボール

サッカー

バレーボール

バスケットボール

ハンドボール

ラグビー

アメリカンフットボール

アイスホッケー

陸上（トラック、フィールド）

マラソン・駅伝

水泳

柔道

バドミントン

卓球

体操

ゴルフ

テニス

スキー

スケート

自転車

その他

2008年
2017年

注１）「野球・ソフトボール」は前回調査（2008年）は「野球」のみ
注２）ゴルフ、テニス、スキー、スケート、自転車は今回調査（2017年）から追加
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スポーツ全般に関して｜日常のスポーツとの接し方

自主的な運動を行っている人は微増したものの、「ほぼ毎日テレビや新聞、インターネットでスポーツ情報を
見る」という人は、前回調査（2008年）から大きく減少した。

Q3.あなた自身は日常において、スポーツとどのように接していますか？（いくつでも）

4.0%

8.7%

12.4%

6.2%

3.3%

3.4%

38.2%

0.4%

45.6%

5.1%

7.8%

14.6%

5.1%

2.6%

3.4%

26.7%

0.5%

54.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1.スポーツチームに所属して練習したり

試合に出たり、指導したりしている

2.スポーツチームに所属はしないものの、

仲間で集まり、スポーツ活動を行っている

3.スポーツジムに通ったり、自主トレーニングをしたりしている

4.月に数回はスポーツ観戦をする（競技場などに足を運ぶ）

5.スポーツ専門雑誌を定期的に読んでいる

6.有料でスポーツ情報を得ている

（CATV、メールマガジン、有料サイトなど）

7.ほぼ毎日テレビや新聞、インターネットで

スポーツ情報を見る

8.スポーツを生業としている（プロ選手、企業スポーツ選手、

記者、用品メーカー・販売店、スポーツ関連イベント会社など）

9.上記のようなことは一切していない

2008年
2017年
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スポーツ全般に関して｜スポーツの役割

今回調査（2017年）でも前回調査（2008年）と同様に、社会や人々にとってのスポーツの役割を「健康増進・
維持のための手段」と考えている人が最も多い。

前回調査（2008年）と比較すると、各項目で相対的に減少しているが、「経済の活性化」の役割があると考え
ている人は微増した。

Q4.そもそもスポーツとは、社会や人々にとってどのような役割があるとお考えでしょう
か？（いくつでも）

76.0%

50.8%

15.3%

39.0%

34.0%

66.1%

0.5%

73.5%

42.8%

16.7%

26.4%

24.5%

62.6%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1.健康増進・維持のための手段

2.友人・ファン同士・職場の仲間などで盛り上がり

一体感を感じることのできる機会

3.経済の活性化

4.青少年の健全育成

5.国際的な友好と親善

6.趣味・娯楽

7.その他

2008年
2017年
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企業スポーツに関して｜企業スポーツへの興味・関心

企業スポーツに興味・関心のある国民は「非常に興味・関心がある」「まあまあ興味・関心がある」を併せて、
42.9％に達している。

前回調査（2008年）では53.3％であったことから、この10年間で企業スポーツへの興味・関心は減少してい
ると言える。

Q5.あなたは「企業スポーツ」に興味・関心をお持ちですか？

8.1%

6.5%

45.1%

36.4%

46.7%

57.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2008年

2017年

1.非常に興味・関心がある 2.まあまあ興味・関心がある 3.興味・関心がない
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企業スポーツに関して｜企業スポーツによる行動や意識の変化

Q5において、企業スポーツに対し「非常に興味・関心がある」または「まあまあ興味・関心がある」と答えた人
に、企業スポーツへの興味・関心によって変化した意識・行動を質問した。

 「これまで知らなかった企業に興味・関心を持った」 「応援しているチーム（選手）をもつ企業のイメージがアッ

プした」と答えた人が多かったことから、企業スポーツは企業のイメージや認知度の向上に一定の効果があ
ると言える。

Q6.企業スポーツへの興味・関心を通じて、あなた自身の行動や意識が変化したことはあ
りますか？あれば、どのようなことかお答え下さい。（いくつでも）

31.0%

13.6%

39.8%

21.0%

0.9%

31.8%

33.0%

16.7%

44.5%

25.4%

0.4%

20.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1.応援しているチーム（選手）をもつ企業の

イメージがアップした

2.応援しているチーム（選手）をもつ企業の

商品・サービスを優先的に選択するようになった

3.これまで知らなかった企業に興味・関心を持った

4.そのスポーツ種目への興味・関心がさらに高まった

5.その他

6.特にない

2008年
2017年



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 8

企業スポーツに関して｜企業スポーツへの興味・関心

Q5において、企業スポーツに対し「興味・関心がない」と答えた人に、企業スポーツに興味・関心のない理由
を質問した。

企業スポーツに対し興味・関心のないことについて、明確な理由をもっていない人が最も多い。

Q7.企業スポーツに興味・関心がない理由は何ですか？（いくつでも）

7.5%

12.2%

17.5%

20.3%

17.2%

10.5%

5.2%

5.9%

51.4%

5.4%

9.7%

19.6%

18.2%

11.9%

5.4%

2.6%

3.9%

53.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1.競技レベルが低い

2.プロスポーツ、学生スポーツなどに比べて

試合、イベントなどが面白くない

3.注目すべき選手やチームが少ない

4.テレビ・新聞などでの報道が少ない

5.開催日時・場所などの情報が少ない

6.地域住民との交流がない

7.ファンとの交流が少ない

8.その他

9.特にない

2008年
2017年
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企業スポーツに関して｜企業スポーツを支援することの意義

企業スポーツを支援することの社会にとっての役割は、４つの選択肢全てにおいて一定の理解は得られて
いる。その中でも「スポーツ振興」の役割があると感じている人が多い。

企業スポーツを支援することの企業にとっての役割は、「企業のイメージアップ」や「社会や地域への貢献
（CSR）」であると感じている人が多い。

Q8.社会、もしくは企業にとって、
「企業スポーツ」を支援していくことはどのような役割を持つと思いますか？（いくつでも）

59.6%

37.5%

46.7%

43.0%

2.2%

77.7%

35.7%

22.6%

19.9%

43.1%

1.9%

53.0%

33.7%

41.5%

36.2%

1.7%

67.6%

23.0%

18.8%

15.3%

34.1%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

スポーツ振興

スポーツの国際競技レベルの維持・向上

地域の活性化

社会人に対するスポーツの場の提供

その他

企業のイメージアップ

社員の活性化や連帯感醸成

企業の売上への貢献

他企業との交流

社会や地域への貢献（CSR）

その他

2008年
2017年

企業に
とって

社会に
とって
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企業スポーツに関して｜企業スポーツへの期待

今回調査（2017年）の選択肢の中では、企業スポーツに対し「日本代表選手など世界で戦えるアスリートの
育成」を期待している人が最も多い。

Q9.地域貢献や社会貢献の観点から、
あなたが、現在の企業スポーツのチームや選手に期待することは何ですか？（いくつでも）

注）「日本代表選手など世界で戦えるアスリートの育成」の選択肢は今回調査から追加

39.0%

34.3%

28.9%

27.6%

1.4%

27.6%

30.2%

27.6%

19.9%

22.0%

41.1%

0.4%

24.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1.スポーツチームが所在する地域の対外的アピール

2.地域住民へのスポーツ教室開催

3.社内のスポーツ施設の開放

4.ファン交流会や講演会などのイベントの開催

5.日本代表選手など世界で戦えるアスリートの育成

6.その他

7.何も期待していない

2008年
2017年



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 11

企業スポーツに関して｜企業スポーツ衰退の影響①

企業スポーツが衰退していくことに関して、日本のスポーツレベルが低下することや、社会や地域としての心
のよりどころがなくなることを心配するような悲観的な意見を持つ人は前回調査（2008年）から減少している。

それに対し、本来の企業の活動は利益追求であるため企業スポーツの衰退は当然の方向であると考える人
には減少傾向は見られない。

Q10.従来から、スポーツチームを持つ企業が、チーム運営によるコスト負担増加や企業の経営悪化などの理由
から、チームを解散・統合させるニュースが聞かれることがありました。企業のスポーツチーム数が減少し、「企業
スポーツ」が衰退していくことに関して、どのようにお考えでしょうか？（ひとつだけ）

39.0%

33.7%

21.2%

19.5%

18.0%

18.7%

21.8%

28.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2008年

2017年

1.日本のスポーツレベルが低下することが心配である

2.個人として、また社会や地域としての心のよりどころが無くなることが心配である

3.本来、企業は利益を追求していくべきであるから、当然の方向である

4.わからない



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 12

企業スポーツに関して｜企業スポーツ衰退の影響②

企業スポーツの衰退によって日本のスポーツ振興や競技レベルの維持・向上にマイナスの影響があると感
じる人（「そう思う」「まあそう思う」と答えた人の割合）は、前回調査（2008年）から減少したものの、全体の
78.2％と依然として高い。

Q11.「企業スポーツ」が衰退することによって、日本のスポーツ振興や競技レベルの維持・
向上にマイナスの影響があると思いますか？（ひとつだけ）

41.7%

33.1%

43.7%

45.0%

14.6%

21.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2008年

2017年

1.そう思う 2.まあそう思う 3.そうは思わない
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企業スポーツに関して｜企業スポーツ支援を行う主体

Q11において、「そう思う」または「まあそう思う」と答えた人に、現在あるスポーツチームを支援すべき主体を
質問した。

今回調査（2017年）では、国がスポーツを支援すべきと考える人が最も多い。

前回調査（2008年）と比較すると地域企業や住民がスポーツを支援すべきと考える人が大きく減少した。

Q12.日本のスポーツの競技力の維持・向上を考えた場合、現在あるスポーツチームを現状の支援企
業以外の、どのような主体がもっと積極的に支援すべきと思いますか？（ひとつだけ）

23.8%

36.4%

19.3%

20.5%

39.6%

26.4%

10.5%

12.0%

1.3%

0.8%

5.5%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2008年

2017年

1.国

2.地方自治体

3.地域の企業や住民（企業の本社やチームの本拠地がある地域など）

4.他の企業（企業スポーツに取り組む企業以外）

5.その他

6.誰も支援すべきではない
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スポーツ全般に関して｜スポーツの活躍がもたらす幸福度

Q13.あなたにとって、以下のA，Bそれぞれの出来事は、どちらがどれだけ嬉しく感じられま
すか。（それぞれひとつずつ）

今回調査（2017年）において、スポーツの活躍が国民に与える幸福度は全10項目中3位と、他分野と比較し
ても高い。

前回調査（2008年）と比較すると、スポーツの活躍が国民に与える幸福度の相対順位は4位から3位に上昇
した。

各項目の回答割合の内訳は次ページ以降



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 15

参考）

前回調査（2008年）

Q13.あなたにとって、以下のA，Bそれぞれの出来事は、どちらがどれだけ嬉しく感じられま
すか。（それぞれひとつずつ）

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】わが国の史跡・旧跡や自然景観などが世界遺産に登録される
わが国の史跡・旧跡や自然景観などが世界遺産に登録される

15,1% 39,8% 33,0% 12,1%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本人がノーベル賞を受賞する16,7% 38,0% 27,4%

50%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本のアニメやゲームが世界的に
さらに賞賛される（日本の作品や
キャラクターが世界中で評価される）

20,0% 45,2% 24,6% 10,2%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

17,9%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本の文化人（映画監督、音楽家、芸術家など）が
国際的に高い評価を得る（映画賞の受賞、日本文化が取り上げられるなど）

13,1% 41,2% 32,9% 12,8%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本人の学力が高まる（高校生の学力調査などで
日本のランキングが高まる

13,2% 36,1%

【Ｂ】自衛隊などの国際的な活動で、
日本の平和貢献や災害復旧における評価が高まる

17,0% 40,1% 32,3% 10,6%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本企業の国際競争力が向上する（日本企業が世界のベスト10に入る、
海外大企業の売上高を抜く）

15,8% 40,2% 31,6% 12,5%

37,1% 13,6%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】環境問題の分野で日本が世界のリーダーとなる10,0% 26,0% 37,2% 26,8%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本で発明された科学技術が世界中で
活用される

6,6% 24,3% 41,2% 27,9%

どちらかというとBが嬉しい

どちらかというとAが嬉しい

Aの方が断然嬉しい

Bの方が断然嬉しい
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参考）

今回調査（2017年）

Q13.あなたにとって、以下のA，Bそれぞれの出来事は、どちらがどれだけ嬉しく感じられま
すか。（それぞれひとつずつ）

【Ｂ】日本人の学力が高まる
（高校生の学力調査などで
日本のランキングが高まる）

20,5% 36,7% 29,4%

50%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本のアニメやゲームが世界的に
さらに賞賛される（日本の作品や
キャラクターが世界中で評価される）

【Ｂ】環境問題の分野で日本が世界の
リーダーとなる

20,3% 37,9% 27,6% 14,2%

13,4%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本の文化人（映画監督、音楽家、
芸術家など）が国際的に高い評価を得る
（映画賞の受賞、日本文化が取り上げら
れるなど）

18,3% 38,0%

【Ｂ】わが国の史跡・旧跡や自然景観などが
世界遺産に登録される

22,7% 38,5% 27,2% 11,6%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本で発明された科学技術が世界中で
活用される

13,2% 25,8% 38,5% 22,5%

【Ｂ】日本人がノーベル賞を受賞する15,5% 30,3% 33,2% 21,0%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

29,6% 38,9% 22,6% 8,9%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

36,2% 30,1% 14,6%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】自衛隊などの国際的な活動で、
日本の平和貢献や災害復旧における
評価が高まる

33,0% 10,6%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

【Ｂ】日本企業の国際競争力が向上する
（日本企業が世界のベスト10に入る、
海外大企業の売上高を抜く）

19,1%

19,9% 34,2% 31,1% 14,8%

【Ａ】日本代表チーム、日本代表選手が
国際大会で活躍する

Aの方が断然嬉しい

Bの方が断然嬉しい

どちらかというとBが嬉しい

どちらかというとAが嬉しい
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企業スポーツに関して｜企業スポーツの所有経験

Q14.現在、お勤めの企業は、スポーツチームを所有していますか？

注）「わからない」は今回調査（2017年）から追加

11.3%

6.0%

82.7%

13.4%

6.5%

71.2%

8.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

1.所有している

2.以前、所有していた

3.これまで一度も所有していない

4.わからない

2008年
2017年




